
    

７
月
７
日
県
議
会
最
終
本
会
議

が
開
か
れ
、
県
保
険
医
協
会
や
県

社
保
協
・
復
興
県
民
会
議
が
提
出

し
た
、
被
災
者
の
医
療
費
・介
護

保
険
利
用
料
等
の
免
除
措
置
を

求
め
る
請
願
と
意
見
書
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。 

 

岩
手
県
保
険
医
協
会
は
、
大
震

災
津
波
被
災
者
の
医
療
費
窓
口

負
担
ア
ン
ケ
ー
ト
（
４
～
６
月
実

施
）
結
果
を
発
表
、
２
，
２
６
２
人

か
ら
回
答
を
得
ま
し
た
。
来
年
１

月
か
ら
自
己
負
担
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
で
は
「通
院
回
数
を

減
ら
す
」
が
40

・
０
％
、
「
通
院
で

き
な
い
」
が
18
・
０
％
、
「
わ
か
ら
な

い
」
が
７
・２
％
で
、
計
65

・
２
％
に

達
し
ま
し
た
。
意
見
欄
（１
，
０
５

７
件
記
述
）
に
は
「
震
災
後
に
妻
が

う
つ
病
を
患
い
大
量
の
薬
を
飲
ん

で
い
る
」、
「
免
除
の
お
か
げ
で
が
ん

の
手
術
が
で
き
た
。
子
ど
も
が
い

る
の
で
も
う
少
し
生
き
た
い
」、

「
免
除
打
ち
切
り
な
ら
、
が
ん
以

外
の
治
療
を
減
ら
す
か
停
止
す

る
」
、
「
被
災
の
後
糖
尿
病
に
な

り
、
長
引
く
仮
設
暮
ら
し
で
精
神

的
に
も
限
界
だ
」
な
ど
の
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
２
０
１
２

年
２
月
に
、
免
除
が
打
ち
切
ら
れ

た
社
保
の
被
災
者
で
、
「
こ
れ
ま
で

通
り
通
院
し
た
」と
の
回
答
は
44
・

１
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
「
森
友
学
園
」
へ
の
国
有
地

売
却
や
、
「
加
計
学
園
」
の
獣
医
学

部
新
設
に
関
す
る
真
相
究
明
と
、

国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果

た
す
こ
と
を
求
め
る
請
願
・
意
見

書
を
、
賛
成
多
数
で
採
択
し
ま
し

た
。
自
民
党
と
、
い
わ
て
県
民
ク

ラ
ブ
の
一
部
が
反
対
し
ま
し
た
。  

 

同
趣
旨
の
意
見
書
可
決
は
、
都

道
府
県
議
会
で
全
国
２
番
目
で

す
。
意
見
書
は
森
友
疑
惑
で
、
「国

民
に
対
し
十
分
な
説
明
が
行
わ
れ

た
と
は
言
い
難
い
」と
述
べ
、
加
計

疑
惑
で
も
「国
民
に
疑
念
を
抱
か

せ
る
内
部
文
書
の
存
在
が
確
認
さ

れ
た
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
国
は

「国
民
の
疑
惑
を
払
拭
す
る
た

め
、
国
会
の
閉
会
中
審
査
や
臨
時

国
会
を
開
会
し
て
、
森
友
・加
計

疑
惑
の
真
相
を
究
明
し
、
国
民
に

十
分
な
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き

だ
」と
強
調
し
て
い
ま
す
。
意
見
書

は
い
わ
て
労
連
な
ど
、
10

団
体
が

提
出
し
て
い
た
請
願
の
採
択
を
う

け
た
も
の
で
す
。 

 

「共
謀
罪
法
」の
強
行
採
決
に
抗

議
し
廃
止
を
求
め
る
請
願
は
、
会

派
を
代
表
し
高
田
一
郎
県
議
が

請
願
に
対
す
る
討
論
を
行
い
賛
同

を
訴
え
ま
し
た
が
、
自
民
党
・公

明
党
・県
民
ク
ラ
ブ
の
５
人
・創
成

い
わ
て
の
４
人
・無
所
属
の
２
人
が

反
対
し
、
不
採
択
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。  
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日
本
共
産
党
県
委

員
会
と
党
県
議
団

は
６
月
22

日
、
八
重

樫
幸
治
県
保
健
福
祉
部
長
に
対

し
て
、
「子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の

現
物
給
付
化
を
小
学
校
ま
で
拡

充
す
る
こ
と
」を
申
し
入
れ
ま
し

た
。 

 

申
し
入
れ
で
は
昨
年
８
月
か
ら

就
学
前
ま
で
の
現
物
給
付
化
が
実

現
し
、
子
ど
も
を
持
つ
父
母
や
医

療
機
関
か
ら
歓
迎
さ
れ
て
い
る
と

し
、
今
年
８
月
か
ら
滝
沢
市
が
小

学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
助
成
を

実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
現
物
給
付

化
を
小
学
校
ま
で
早
急
に
拡
充

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
来
年
度

か
ら
は
厚
労
省
が
就
学
前
ま
で
の

現
物
給
付
化
に
よ
る
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
ー
を
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
県
内
約
８
，
０
０
０
万
円

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
分
を
活
用
す
れ

ば
、
新
た
な
財
源
な
し
で
小
学
校

ま
で
拡
充
で
き
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。
ま
た
盛
岡
市
の
ひ
と
り
親
世

帯
の
子
ど
も
の
実
態
調
査
で
は
、

「受
診
し
た
ほ
う
が
良
か
っ
た
の
に

受
診
し
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
」が

23

・２
％
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も

の
貧
困
対
策
で
も
現
物
給
付
の
拡

充
が
必
要
と
提
起
し
ま
し
た
。 

 

八
重
樫
部
長
は
「国
に
対
し
て

は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
の
廃
止
を
強
く

求
め
て
い
る
」、
「小
学
校
ま
で
の

現
物
給
付
化
に
つ
い
て
は
事
業

主
体
で
あ
る
市
町
村
と
協
議

検
討
し
て
い
き
た
い
」と
答
え

ま
し
た
。 

Blog http://blog.livedoor.jp/takada_ichiro/ twitter  takada_ichiro 

６月県議会 
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○ ○ ○ ○ 
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日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
災

害
公
営
住
宅
及
び
仮
設
住
宅
で

の
生
活
実
態
調
査
を
し
た
、
麦

倉
哲
岩
手
大
学
教
授
を
二
度
に

わ
た
り
訪
問
し
、
調
査
結
果
の

説
明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
今

後
の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
懇

談
し
ま
し
た
（
写
真
）
。 

 

災
害
公
営
住
宅
へ
の
入
居
者
は

１
３
１
か
所
４
，
０
２
２
世
帯
の
う

ち
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

は
60

％
、
一
人
暮
ら
し
は
29

％

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
実
態
調
査

か
ら
は
被
災
者
が
生
活
苦
、
精

神
的
困
窮
、
孤
立
化
の
三
重
苦

の
多
重
リ
ス
ク
を
抱
え
て
お
り
、

見
守
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
確
立
、

生
活
な
ど
の
支
援
の
継
続
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

６
月
県
議
会
で
は
災
害
公
営

住
宅
に
は
集
会
所
が
あ
る
も
の

の
、
支
援
員
が
配
置
さ
れ
て
い
な

い
問
題
を
指
摘
。
仮
設
住
宅
で
の

支
援
と
同
じ
よ
う
に
、
人
の
配

置
や
自
治
会
結
成
へ
の
支
援
、
見

守
り
等
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。 

 

佐
々
木
復
興
局
長
は
「現
時
点

で
支
援
員
の
配
置
は
さ
れ
て
い
な

い
が
、
見
守
り
体
制
が
総
合
的
に

確
保
さ
れ
る
よ
う
被
災
者
支
援

総
合
交
付
金
の
活
用
を
含
め
市

町
村
に
要
請
し
て
き
た
が
、
引

き
続
き
呼
び
掛
け
て
い
く
」と
答

え
ま
し
た
。
県
内
で
は
５
月
末
現

在
災
害
公
営
住
宅
で
13
名
、
仮

設
住
宅
で
41

人
が
孤
独
死
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

来
年
か
ら
国
に
よ
る
生

産
調
整
の
撤
退
、
直
接
支

払
い
交
付
金
の
廃
止
と
な

り
ま
す
。 

 

高
田
県
議
は
、
「
大
規

模
農
家
や
農
業
法
人
へ
の

影
響
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
」
と
述
べ
、
県
と
し
て

の
今
後
の
振
興
策
を
質
し

ま
し
た
。
県
は
「
飼
料
作

物
へ
の
転
換
な
ど
水
田
を

フ
ル
活
用
し
、
効
率
的
な

経
営
体
の
育
成
な
ど
で
所
得
向
上

を
目
指
し
た
い｣

と
答
弁
。 

 

ま
た
収
入
保
険
制
度
の
導
入
や

農
業
共
済
制
度
の
義
務
加
入
廃

止
に
よ
っ
て
、
無
保
険
者
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
問
題
に
つ
い
て
県

の
認
識
と
対
応
を
質
問
、
県
は

「
無
保
険
者
の
増
加
の
懸
念
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
無
保
険
者
が

出
な
い
よ
う
関
係
機
関
と
し
っ
か

り
連
携
し
、
制
度
の
周
知
に
努
め

た
い｣
と
述
べ
ま
し
た
。 

［
6
月
］ 

25
日 

生
活
相
談 

26
日 

早
朝
宣
伝
、
岩
手
大
学
麦
倉

 

哲
教
授
を
訪
問
懇
談 

28
日 

早
朝
宣
伝 

29
日 

本
会
議 

30
日 

本
会
議 

［
7
月
］ 

2
日 

一
関
市
水
防
訓
練 

3
日 

早
朝
宣
伝
、
本
会
議 

4
日 

本
会
議 

5
日 

農
林
水
産
委
員
会
、
文
化
芸 

 

術
議
員
連
盟
総
会 

6
日 

早
朝
宣
伝 

7
日 

本
会
議 

10
日 

早
朝
宣
伝 

11
日 

東
日
本
大
震
災
月
命
日
、
共 

 

謀
罪
施
行
日
抗
議
の
宣
伝 

12
日 

一
関
市
の
岩
手
県
へ
の
要
望 

13
日 

一
関
土
木
セ
ン
タ
ー
調
査
、
野 

 

党
調
整
会
議
、
花
泉
町
東
永 

 

井
で
議
会
報
告
会 

14
日 

一
関
地
方
共
進
会
、
花
泉
町 

 

内
ノ
目
で
議
会
報
告
会 

15
日 

一
関
地
方
共
進
会 

16
日 

Ｊ
Ａ
真
滝
青
年
部
ビ
ー
ル
祭
り 

18
日 

早
朝
宣
伝
、
国
道
３
４
２
号
整 

 

備
促
進
同
盟
会
総
会
、
広
域 

 

道
路
・国
道
２
８
４
号
整
備
促 

 

進
期
成
同
盟
会
総
会
、
国
土 

 

３
４
３
号
・広
域
幹
線
道
路
整 

 

備
促
進
期
成
同
盟
会
総
会
、 

 

栗
原
北
上
線
県
道
昇
格
促
進 

 

協
議
会
総
会 

19
日 

戦
争
法
廃
止
ピ
ー
ス
パ
レ
ー 

 

ド
、
日
本
共
産
党
創
立
95
周 

 

年
記
念
講
演
会 

20
日 

早
朝
宣
伝
、
土
砂
崩
壊
危
険 

 

個
所
並
び
に
北
上
川
治
水
対 

 

策
で
現
地
調
査 

23
日 

農
産
物
供
給
セ
ン
タ
ー
総
会
、 

 

Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
考
え
る
講
演
会 

24
日 

農
林
水
産
委
員
会
県
外
調
査 

25
日 

農
林
水
産
委
員
会
調
査 

26
日 

新
笹
ノ
田
ト
ン
ネ
ル
促
進
同
盟 

 

会
総
会 

 ≪８月の県議会のお知らせ≫ 

１日  農林水産委員会 

２日  介護・医療・福祉特別委員会 

    県政調査会 

３日  復興特別委員会 

24日 県議会と県民との意見交換会(一関高専） 

県
内
学
生
の
地
元
就
職
希
望

は
、
72

・３
％(

岩
手
若
者
雇
用

動
向
調
査
）と
地
元
志
向
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
３
月
末
現

在
の
県
内
就
職
率
は
66

％
と
全

国
平
均
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
県
は

Ｈ
30

年

ま

で
に

66

・

５
％

の

目
標
を

持

っ
て

い
ま
す

が
、
あ

ま
り
に
も
目
標
が
低
く
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
県
が
「ふ
る
さ
と

総
合
戦
略
」で
か
か
げ
る
、
「Ｈ  

30

年
ま
で
に
社
会
減
を
ゼ
ロ
」に

す
る
と
い
う
目
標
か
ら
し
て
も

問
題
で
す
。
６
月
議
会
で
は
10

％
引
き
上
げ
、
先
進
県
も
学
ん

で
真
剣
な
取
り
組
み
を
求
め
ま

し
た
。 

 

菊
地
商
工
労
働
部
長
は
、
「県

内
の
若
者
の
ど
う
い
う
思
考
を

し
て
い
る
か
今
回
の
調
査
結
果
で

認
識
が
で
き
た
、
若
者
の
願
い
が

か
な
う
よ
う
就
職
支
援
に
と
り

く
み
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。 

 

麦倉哲岩大教授と懇談する県議団 

無料生活相談 

悩んでないで 

   まず相談を！   

 毎週土曜日 

 高田一郎事務所  

 ☎ 23-5425 

 携帯090-4634-4378 


